
別表第３（第３章第１関係） 

分野 区分 細区分 配慮すべき事項 

エネルギーの使用

の合理化及び再生

可能エネルギーへ

の転換 

建築物の熱負荷の

低減 

建築物外皮の熱負

荷抑制 

日射による熱取得

の低減並びに室内

外の温度差による

熱取得及び熱損失

の低減に係る事項 

再生可能エネルギ

ーの利用 

再生可能エネルギ

ーの直接利用 

建築物の用途及び

周辺地域の状況に

応じて、再生可能

エネルギーを直接

利用するために行

う事項 

再生可能エネルギ

ーの変換利用 

建築物の周辺地域

の状況に応じて、

再生可能エネルギ

ーを電気又は熱に

変換して利用する

ために行う事項 

再生可能エネルギ

ー電気の受入れ 

再生可能エネルギ

ー電気の受入れに

係る事項 

省エネルギーシス

テム 

設備システムの高

効率化 

効率的なエネルギ

ー利用のために行

う設備機器のシス

テム及び制御のシ

ステムの構築に係

る事項 

エネルギーマネジ

メント 

最適運用のための

予測、計測、表示

等 

建築設備の運転管

理時に、エネルギ

ー利用の効率的な

運用を可能とする

ために行う事項 

資源の適正利用 持続可能な低炭素

資材等の利用 

躯体材料における

低炭素資材等の利

躯体材料における

低炭素資材及びリ



用 サイクル材の利用

等に係る事項 

 躯体材料以外にお

ける低炭素資材等

の利用 

躯体材料以外にお

ける低炭素資材及

びリサイクル材の

利用のために行う

事項 

オゾン層の保護及

び地球温暖化の抑

制 

オゾン層を破壊せ

ず、かつ、地球温

暖化係数の小さい

断熱材の発泡剤及

び空気調和設備用

の冷媒の選択に係

る事項 

建設に係る環境負

荷低減への配慮 

建設時ＣＯ２排出量

の把握・削減 

建設時ＣＯ２排出量

の削減のために行

う排出量の把握、

建設工事現場にお

けるＣＯ２排出量の

削減等に係る事項 

建設副産物の有効

利用及び適正処理 

建設副産物（建設

発生土・建設廃棄

物をいう。）の有

効利用及び適正処

理のために行う事

項 

長寿命化等 維持管理、更新、

改修、用途の変更

等の自由度の確保

及び建設資材の再

使用対策 

社会の変化に適切

に対応し建築物の

長寿命化を図るた

めに行う建築物の

維持管理、更新、

改修、用途の変更

等の自由度の確保

に係る事項及び資

源の適正利用のた



めに行う事項 

躯体の劣化対策 建築物の長寿命化

を図るため、躯体

部分の劣化の進行

を遅らせるために

行う事項 

持続可能な水の利

用 

水使用の合理化 水の有効利用及び

下水道施設への負

荷低減を図るため

に行う事項 

生物多様性の保全 水循環 雨水浸透 望ましい水循環の

保全を図るために

行う雨水浸透に係

る事項 

緑化 緑の確保、維持管

理等 

緑の量の確保、緑

の質の確保、景観

形成又は緑の維持

管理に必要な設備

等のために行う事

項 

気候変動への適応 ヒートアイランド

対策 

建築物等からの熱

の影響の低減 

建築物等からの熱

の影響を低減する

ために行う建築設

備からの人工排熱

の低減、敷地と建

築物の被覆の改善

及び望ましい風環

境の確保を図るた

めに行う建物の形

状若しくは配置に

係る事項 

ＥＶ及びＰＨＶ用

充電設備の設置 

排熱が少ない自動

車の普及のために

行う充電設備の設

置に係る事項 



 自然災害への適応 自然災害リスクの

軽減及び回避 

災害に対応するた

めに行う、構造耐

力の確保に係る事

項 

自然災害発生時の

対応力向上 

災害発生時の一時

的な自立等のため

に行う事項 

 

 


